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＜連絡事項＞

· 青陽館の「新聞作成」「ポスター作成」「バス送迎に関するデータ収集」に関する企画書を作成する事。1/27に各作業の進行状況を報告すること。

○ポスター（担当者：上野・木村）

○バス送迎データ収集（担当者：下館・竹内）

○新聞（担当者：その他スタッフ）

· 1/16、10：00九戸村役場から通所見学者あり。佐藤AOM、下館SGM、中居JGMが対応。

· 豊川明雄様1/16、14：00～見学予定。向PSW付き添い、下館SGM、上野Nsが対応。

· 中途採用者ローテーション日程（下館SGM、中居JGMが対応）

鈴木　厚子（OT）1/28～2/2（4日間）

東　久子（Ns）1/30・2/2（2日間）

· 通所での写真撮影について「写真撮影は原則禁止、撮影する場合は被写体となる人物に了解を得てから行う」こととする。今後利用者に説明し、利用契約書に追加記載する。

＜外来情報＞

· 長瀬紘一郎様～体調は良好。明日平和病院受診予定。

· 富田　紀子様～訪問看護より「目のかすみがあると本人より訴えがあり、眼球の周りが白っぽく

なっている」との情報あり。担当医からは問題ないことを説明している。

· 中居　松男様～体調は変わりないと話している。担当医からは部屋にカーテンを付けたり、目張り

をするなどの防寒対策をするよう伝えている。

· 鈴木恵美子様～本日採血実施。薬2週間分処方となっている。担当医からは転倒に注意するよう

伝えている。

· 山田　健次様～特に変わりないと話している。担当医よりストーブなど火の始末に注意するよう

伝えている。

· 大久保康弘様～本日採血実施。本人より「レボトミンを減薬してから睡眠を充分取ることができて

いる」と話している。体重72.8kg

· 平　康子　様～頭がボーっとする、通所は少しの間休みたいと話している。カロナール3日分処方

となっている。

· 船場　幸子様～いつもより表情が硬く、何も話そうとしない。

· 奥山以依子様～弟の電話番号が変わってしまったようで連絡がとれないことを話している。

· 中居美津子様～便秘気味なので下剤をもらいたいと話している。センナリド2錠処方となっている。

· 上久保善郎様～本日通所終わったら外泊することを話している。体重91kg。

· 鹿原　博夫様～特に変わりないと話している。

· 柳町　信之様～特に変わりないが、痔があって出血ていると話している。

· 前野　義勝様～加湿器を使用し、塩水でうがいをしている。右足首に痛みがありメンソレータムを

塗っていると話している。職親について本人から話があり「姉からはうみねこ幸房を継続して利用するように言われている」と話している。

＜通所利用者様情報＞

· 宮　陽子　様～昨日「担当スタッフを服部さんに変更して欲しい」と訴えあり。

⇒スタッフより服部Nsは副担当であり、担当を変更しなくても良いことを説明していく。

· 平　康子　様～外来受診時「風邪が治っていない、頭痛がする」と訴えがあり。風邪薬の処方は

本人拒否しており、頭痛薬のみの処方となる。担当医からは無理せず休んでも良い事を伝えている。本人は「今日は通所を早退し、明日は欠席する」と話している。

· 荒木地和弥様～通所利用日を減らしたい理由について「友人と遊ぶ時間を作り、対人交流の練習を

したい」ということを挙げている。

⇒今後個別面談により通所利用の目的や休養について本人の意思確認をしていく。

· 船場　幸子様～昨日の夕食時、青山荘にて宮陽子様と口論となった情報があり。

⇒定期的に本人から話を聞くことでストレスを溜めないようにしていく。

· 高橋　洋子様～1/29下長内科受診し薬追加となっている。その後の通所では表情が明るく身体の

不調の訴えもない。スタッフや他利用者との交流も見られている。睡眠時間について、本人から「ぐっすり眠った感じがしない」との訴えがある。

⇒今後も継続して本人、娘様から話を聞き様子観察していく。

＜通所利用者様事例検討＞
高橋幸雄様（34）　主病名：統合失調症　合併症：なし

デイケア利用月数：1ヶ月

検討内容体重増加及び本人希望による就労への、対応方法について
1 薬の副作用や食事の過剰摂取により体重増加があり、体重のコントロールを自力で行う事ができない。

2 2月上旬から父親の仕事の手伝いを2ヶ月間行う予定。就労する事による精神症状が再燃するリスクがあることと就労期間の通所利用について検討する必要がある。

今後の対応

1 について

・4月まで体重増加が続くようであれば服薬調整をする予定と、担当医から本人へ説明あり。

・通所利用時の体重測定を継続して行う。

・次回家族が来所した際、体重増加傾向について説明し、自宅での体重管理や食事の見直しを依頼する。

・通所利用時は運動を促し、食事摂取方法についてのアドバイスを行う。

・食事量を毎回記載してもらい、摂取状況をチェックする。

2 について

・就労による精神症状再燃のリスクについて家族に説明する。

・就労中の通所利用について家族と検討する。（外来受診日、週1回の通所利用を勧めていく）

・就労中、本人に変化があった場合の体制について家族と検討する。（体調不良の際は病院に連絡をもらう、すぐに受診するなど）










